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温かみのある住生活の実現を目指して 

 

東大和市は、市制を施行した昭和４５年（１９７０年）の国勢調査では人口

は４６，１７３人、世帯は１２，２９５世帯でした。それから４０年が経過し

た平成２２年（２０１０年）では人口８３，０６８人、世帯数３３，６４８世

帯となり、高度経済成長とともに首都圏の発展を支える住宅都市として目覚ま

しい成長を遂げてきたことが伺えます。人口、世帯とも、しばらくは増加が見

込まれていますが、平成３６年をピークとして、人口が減少に転じると予測さ

れており、それより少し遅れて世帯数も減少に転じると推測されます。 
 

今後は、人口増加に伴い整備してきた社会資本を、将来にわたって安全に維

持していくことが市にとって重要な課題となってきています。公共施設はもと

より、民間の施設や住宅が適切に維持され、地域が活力を持ち続けることが大

切と考えます。 

住宅につきましては、統計上、量的には充足していることが見て取れます。

しかし、今後、建物の老朽化や世帯数の減少を迎えることによる更新や世代交

代の様子が、地域の居住環境に大きく影響を及ぼすものと思われます。また、

高齢社会に対応し、安定して居住の確保が図られることも重要であります。 
 

現在、地方自治体では大震災等への備えが喫緊の課題となっておりますが、

それと同時に、成熟社会に相応しい温かみのある住生活の実現に向けた政策の

展開が求められています。 

経済の飛躍的な成長が望めない社会情勢にあって、多様化・高度化する住宅

に関するニーズに的確に対応し、今後の住生活に関する政策運営を計画的に進

めるため、市にとって第２次となる住宅マスタープランを策定しました。 

この計画策定に当たり、貴重なご提言をいただきました「東大和市住宅マス

タープラン策定懇談会」の委員の皆様に心から感謝申し上げます。 
 

この住宅マスタープランに基づく施策の展開により、一層、市民の皆様との

協働が図られ、東大和市の持続可能な発展に努めてまいりますので、ご協力を

よろしくお願い申し上げます。 

 

 

平成２５年３月      東大和市長 尾崎 保夫 
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